
                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

       

      美小５１年目を迎えて     校長 松瀨  歩 

１１月、校舎の４階の窓から団地の方を眺めると、見事な紅葉が見られます。そして、視線を西

に移すと丹沢山系の奥に雪をかぶった富士の頂上をはっきりと望むことができます。空気が澄み始

めたこの時期にしか見られない美しが丘ならではの美しい光景がとても好きです。 

新しい学年になり、新しい仲間づくりが始まった４月。春・夏と過ぎ、実りの秋とともに美小の

子どもたちも、心も体も大きくなりました。この１１月は、子どもたちの大きな成長を感じること

ができました。 

全校遠足では、最高学年としての円熟味が増してきた６年生のリーダーシップのもと、４月より

たくましくなったみんなで仲良く楽しい一日を過ごすことができました。６年生の見事な動きは、

５年生へのよい刺激になったことと思います。スマイルコンサートでは、各学年のよさが発揮され、

元気な歌声、しっとりとした歌声、澄んだ歌声、調和のとれた歌声が体育館全体に響き渡り、みん

なで心地よい時間を過ごしました。子どもたちの思いが詰まった歌を聴いていて、普段の子どもた

ちの様子と歌詞、歌っている表情と歌声が重なって涙が出そうになるぐらい素晴らしい発表でした。

体育と国語の公開授業研究会では、他校の先生方や講師の先生方に、子どもたちが生き生きと本気

で学んでいることに、お褒めの言葉をたくさんいただきました。それと同時に指導上の助言もいた

だきましたので、より充実した学びの実現に向けて努力してまいります。 

そして２２日、美しが丘小は創立５１年を迎えました。創立記

念式では、５０周年の記念集会の様子をスライドでみながら、昨

年の盛り上がりをみんなで懐かしく思い起こしました。２３日土

曜日にはPTA・親父の会とその有志の方々が中心になって、昨年

に引き続き、「もゆるんフェスティバル」を開催していただきまし

た。当日は、地域の方にも多数参加していただき、工夫凝らした

イベントやブースに子どもたちは大喜び、美小の保護者と地域の

方々の子どもたちへのあたたかな想いと団結力を強く感じました。 

令和元年もあと１ヶ月で幕を閉じようとしています。保護者、地域 

の方々に支えられ５１年目を迎えた美しが丘小学校。新しい年に向かって子どもたちがさらに飛躍

し、美しが丘小とこの地域をますます大好きになることを願っています。 
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横浜市情報教育ネットワーク（YYネット）上に本校のホームページがあります。 学校長 松瀨 歩 
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狸（タヌキ）・・・もともとは山林を生息地としていましたが、都市化が進んだことから市街地に適応した

個体が多数います。先日、午後 8時ごろ、100 段階段を駆け上ってくる２頭の生き物を見つけました。は

じめは猫かと思いましたが、近づいてくるにつれて、尖った鼻、ずんぐりとした体形、ふさふさの尻尾が

はっきりと確認でき、タヌキだということが分かりました。そのタヌキたちは私の横を通り過ぎて、近く

の住宅の敷地に入っていきました。 

ハンターもゆるん 


